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《研究ノート》
リメディアルクラスにおける言語学知識を増やすための試み
間中 和歌江
1. はじめに
文部科学省は 2018 年 9 月に全国の大学生に学習時間の長さや授業の満足度などを聞く調
査を 2019 年度から開始することを決めた1）。学生に対し大学での学習状況について尋ね、
その結果を公表することで大学同士の比較を可能にし、教育の質の向上につなげる狙いだと
いう。本学の教養教育の中でも特に多くの授業時間を担っている英語科目では、学生の授業
に対する満足度を向上させることは必須のことであり、その使命は重いものであると考える。
しかしながら、入学者の約 4 割が AO 入試や指定校推薦など、英語科目の試験を経ず入
学を決めている状況2）から、教員には学生の多様な英語力に対応しながら授業を行うことが
求められているのが現状である。特に高校までの英語学習に困難をかかえていた学生を対象
としたクラスの場合、授業での満足度を上げていくには細かな工夫が必要であると考える。
本稿では、basis 英語の習熟度別下位クラスにおいて行った、言語学的側面に焦点をあて
た指導内容とその方法が、どのように学生へ伝わり、学びへの満足度向上につながったかに
ついて、その実践と結果を報告し、教養教育の中の英語教育の在り方を考える。
2. 学び甲斐を見せる
大学が学生との良好な関係を築けているかどうかを考える場合、中退率やその理由を見て
いく必要があるだろう。労働成績研究・研修機構 20153）によれば、学生の中退理由の一位
は「勉強に興味関心が持てなかったから」であり、その数は 50% を超え、2 位の「単位不
足」を超える数字である。授業内容と学生の興味を強く結びつける工夫が求められているこ
とがわかる。なかでも尾嶋（2018）では、相対的に入学の容易な大学への進学を希望する
生徒は、入学前から「大学での勉強は面白そうだ」という自己目的的学修観が少ないことが
示されており4）、リメディアル指導を必要とする学生で構成されたクラスを担当した場合、
上記のような工夫は必須であるといえる。
しかし、教養教育の英語授業では、すべてのクラスにおいて共通した技能追求型のため、
リメディアル指導を必要とする学生が、必修、進級科目として対応することが困難である。
高校までの語彙などの蓄積の少なさから、大学での授業でも「覚える」作業に偏ってしまう
傾向があり、これでは英語学習に対する興味関心を引き出すことは難しい。
そこで、教養教育の視点から学生の成長を測ることにも焦点を当て、言語学の知識に触れ
る内容を盛り込んだ授業が有効ではないかと考えた。それまでの暗記中心の指導から、語彙
の歴史や日本語との関わりなどを学生自ら調べ発見するという活動を授業に盛り込むこと
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で、学び甲斐を学生自身に見えるように導く手法である。本来、これらは中学、高校の「外
国語」と位置付けられた科目の中で取り上げられるべき事項とも考えられるが、現実の指導
では、試験に最短で直結する事項以外に時間を取ることは難しい。したがって、リメディア
ル教育を、「大学入学までに学べなかった教科・学問内容を中心に施す基礎教育」（浅野
2015）5）と捉え、指導内容と方法を考えた。以下にその具体例をあげ、実践を報告する。
3. 言語に関する知識に焦点を当てた取り組み
本取り組みの対象クラスでは、大学入学までの学習で文法は指導されたものの、それら一
つひとつがもつ本来の意味について理解している学生は少ない。特に品詞から始まる英語構
造の理解や、接頭語接尾語などの語彙に関する知識は、明確に理解しているとは言いがた
い。英語という言語の成り立ちや、法則性などについて「考える」という面白さを体験でき
ずに大学生になっている。
そこで、筆者が担当するクラスでは、一コマの授業の中に、言語学的知識を学生自らが探
し出し、仲間と情報を分かち合うという活動を組み入れることにした。この活動は日本語で
行われるため、下位クラスでも全員が取り組めるものであり、江利川（2009）6）の指摘の通
り、日英比較などを通じて言葉への興味を深めさせることができると考えた。
3.1. 実践の背景と手順
本取り組みは、英語 1A（1 年生）の習熟度別で下位の 3 クラス（合計 80 名）で、共通
テキストを用いた授業の合間に盛り込んだものである。これらのクラスでは初回の授業にお
いてエンカウンターの手法を用いた、学生同士が知り合いになるための活動を経て出席して
いる。また教員も頻繁に学生同士が話をするための合図を出し、話をしやすい環境を作った
うえで始めたものである。
学生の多くが大学での英語学習に不安を抱えている状況で、学生の興味を引き出すために
は、学生の既知情報と新情報をつなぎながら、学生自身が発見をして、「なるほど」と納得
することが必要であった。そこで、まず単語の中の接頭語と接尾語の存在を知り、辞書活用
練習を行いながら、それらを含む語句を探し出し、日本語との関わりを見つけ、他の学生と
情報を共有するという手順を考えた。具体的な手順は以下の通りである。
1. 学生は座席近くの 3 名ほどで一つのグループを作る。クラス内で 8～10 グループに
なる。
2. 課題となる接尾語（または接頭語）を提示して、それらを含むカタカナ語を考え、制
限時間内でグループ内で出し合う。
3. 出されたカタカナ語を電子辞書の国語辞典で検索し、その表記に添えられた英語も書
き出して、グループ内で確認し合う。
4. その英語をジャンプ機能を使って英和辞書へと進み、接尾語と元となる語が表記され
ていることを確認する。
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5. 元となる語にジャンプ機能を用いてさらにその後の品詞の意味を確認し、一覧表に記
入する。
6. 各グループで時間内に出された語を、クラス全体に向けて発表し、他のグループが見
つけた語は再度辞書で確認してから、自分たちの一覧表に書き加える。
7. 出来上がった一覧表に、この活動で見つけたこと、考えたことを書き加え提出する。
このような手順で進めた活動は、3 回に 1 回程度の割合で授業に盛り込んだ。
3.2. 本実践の特徴
3.1. で示したように、本実践には学生同士の協同作業を取り入れている。これは、現在多
くの授業で取り入れられているアクティブ・ラーニングにつながるものであるが、大きな違
いは、テーマを決めて話し合ったり議論し合う前に、どのようにして資料を集めるのか、何
を使ってどこを見れば求める情報を得られるのかという手法を習得する段階で行っていると
いうところである。これはプレ・アクティブ・ラーニングともいえる作業で、学生は作業を
共に行うことで自分の役割をはっきりと認識し、グループ内で割り当てられた仕事を遂行す
る中で、課題に正面から向き合うという環境ができる。リメディアル指導を必要とする学生
の場合、いきなり一人で行う課題を出されても、何をどうすればよいか困ることが少なくな
い。これを授業内で、明確な役割を担った状況で練習することで、その後の自主学習へとつ
なげることができる。英語という語学の授業の中で、わかったこと、わからないこと、発見
したことを共有しながら、学び甲斐を感じられることが本実践の特徴である。
4. 取り組みの結果と学生の反応
本取り組みは、1 コマ 90 分の中の約 30 分の中で行ったもので、通常の共通テキストを
用いた授業の合間に取り入れたものである。その一例をあげる。
4.1. 一回分の取り組みの様子
「～が無い」という意味の “～ less” 「～レス」という接尾語に焦点をあて、学生が日常生
活で使っているカタカナ語を探すという課題を出した際の様子を説明する。
配布したプリントには、カタカナ語、その元となる英単語、接尾語を取り外したときに出
てくる元になる英単語を書き込む欄を設けており、学生はグループで相談しながら課題のプ
リントを仕上げていった。
3 名ほどのグループでは、辞書の貸し借りを含めて会話が始まる。課題の「～レスのつい
たカタカナを探せ」という指示のもと、学生は知っている語句から頭の中で探し始め、思い
ついたところで仲間と伝え合う。「これもこの接尾語に関係した単語だったんだ」という発
見を仲間と分かちあう中で、「ホームレス」だ「ワイヤレス」だと探すうちに「ステンレス
は ?」という声が上がった。その声をきっかけに、あちこちのグループで検索が始まる。ま
ず電子辞書の広辞苑からカタカナで「ステンレス」を引き、そこにある英語表記をジャンプ
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機能を使って英和辞書へ進む。すると、less を除いた stain に「しみ、汚れ」の意味がある
ことに気づくと、教室のあちこちから「おぉ～」という感心する声が聞こえた。さらに、ク
ラスで最も元気の良い学生が「ボンレスは ?」（ボンレスハムから）と発言し、クラス中の
それはさすがにどうだろう ? という反応をよそに、boneless が発見され、「bone-less 骨、
無しか !」と気づいた学生たちは盛り上がった。それを発見した学生は一躍称賛の的となり、
教室が笑いと拍手に包まれた。
4.2. 結 果
この活動を通して、学生は接頭語、接尾語の存在に気づくだけでなく、それらが辞書の中
のどこに表記され、英和辞典、大辞林などのどこを読めばその情報が手に入るのかについて
体験した。辞書活用については、英単語と日本語の意味の一対一対応を見るだけで終わって
いた学生がほとんどだったため、辞書を見るのではなく、探して読むという活動を体験する
ことも大切な活動である。また、グループで取り組むことで、どの学生にも出番を設けるこ
とができ、考えることなく 90 分が過ぎていくといった状況を避けることができた。「覚え
る」前に、学習対象のあり方を知ることで、自主学習の際の拠り所があることを発見し、さ
らに、仲間と会話しながら学習することで、自分の気づきを実感できた。
4.3. 学生の反応
ほとんどの学生から英語という言葉に関する新しい発見と、既に知っていたことがらに対
する深い納得が得られたという反応を得ることが出来た。 以下は、本活動に参加した学生
からの記述式のアンケート結果である。やや長くなるが、学生が英語学習の中で「覚えるこ
と」ではなく、「知ること」に対してどのような思いを持っているかが見える文のため、そ
のまま取り上げる。
・ 「とりあえず覚えておく」の概念が覆りました。調べると、語学、英語への興味が一
段と湧きました。
・ 英語に対する態度も少し変化したように思える。（中略）
もっと根本的な知識が足りていなかったのだと思った。その基礎の基礎の知識はわざ
わざテストなどで問われることはないが、理解しておくことで英語の勉強に対する意
識が変わり、苦手意識が軽減されるはずである。
・ 接頭語、接尾語は、受験前に知っていたらよかったと後悔するほど便利だと感じた。
接頭語接尾語によって単語の意味をある程度とらえることが出来るということは、英
文を読んでいくうえで大きなアドバンテージになると感じた。授業では un, less など
をやったが、それ以外でも調べていきたいと感じた。
今回の授業のようにしっかりと初期の文法も補ってくれる授業展開はとても安心で
き、不安な部分も解消できてとてもありがたいと感じた。
・ この授業以降、意識的に使うことで何気ない単語から接頭語接尾語を見つけることが
ありました。この仕組みを理解してある程度知っていれば、テストで知らない単語が
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出てきたとしても予測を付けて読んでいけるし、とても有効な知識であると感じまし
た。
・ 英語と日本語の文法の違い、表現の仕方の違いを知ってすごく面白いと思いました。
英語と日本語を比較しながらたくさん学んでいきたいです。
・ 接頭語、接尾語がつく単語では日本でカタカナ語として使われている単語が数多く
あったし、かと思うとまだ聞いたこともない単語もあったりで、辞書で単語の意味と
元の単語を調べながらやったおかげで単語の知識が広がったように思える。
・ スニーカーのスニークが「こっそりする」という意味で、ボンレスハムの「ボンレ
ス」が「骨なし」という意味で驚いた。
・ 「～ less」（～レス）という日本語は普段何気なく使っていたのだけれど、本当は「～
しない」「～がない」という意味になっていて、ちゃんと意味があったということを
知り、少し感激しました。こういう風に思うことができれば英語の勉強ってもっと楽
しくなるのかな、と思いました。
・ 辞書の引き方についても知らないことが多かったのですが、ジャンプ機能を使うと元
の意味についてもすぐ知ることが出来るので、わからないままにしないでおけるのを
知りました。
・ 英語の文法をさして重要ではないと思っていたが、その意識が大きく変わった。
・ この授業を通じて「なんで ?」が「なるほど !」になりました。un や er などでたく
さんの言葉が作られていることがわかり、今後知らない単語が出ても分解して意味を
理解しようと思いました。
・ less がついたら形容詞になることなど、規則性があることがわかったので今度から単
語を勉強するときに役立てたい。
・ 日本語では何気なく使っていた言葉、単語の由来や意味が知れてよかった ! in-able,
とか less が語尾につく単語が出てきてもだいたいの意味が理解できそう。
・ 一つ一つを細かくわかりやすく教えてもらい、英語が好きになりました。皆はおさら
いとしてやっているかもしれませんが、自分は何もかもが初めて聞くことなので、な
るほどと思うことが多くあり、覚えればもっと面白く思えるのだろうと感じました。
・ ちゃんと分かった。
・ 私は今英語が楽しいです。
※下線は筆者加筆
本活動の対象は下位クラスであるが、入学時のプレイスメントテストを欠席した学生も含
まれているため、リメディアルクラスの中でも学力に幅があり、また再履修の学生もいると
いう多様性もある。しかしながら、英語の言語学的な基礎事項に対する上記のような感想が
見られ、クラス授業として全体で前進できたことは本活動が取り組むに値することを示して
いると考える。
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5. 考 察
英語の実用的な技能の向上だけを目的とせず、外国語そのものの在り様と、それを習得する
過程を丁寧にたどることにより、学生の言葉に対する興味関心を引き出すことができると考え
る。今回はリメディアル指導を必要とするクラスにおいての実践であったが、筆者が担当する
英語力が上位であると位置づけられているクラスにおいても、言葉の成り立ちや、それによる
法則性など改めて指導することで、伸び悩みの解消が期待できるのではないだろうか。
この実践について付け加えておきたいことは、接尾語、接頭語などの事項についても知ら
ない学生がいることを、ユニバーサル化時代を迎えて久しい大学教員は驚きをもって受け止
めてはならないということである。事実、このような学生は上位クラスでも少なくない。中
高でのドリルと丸暗記中心の学習の中では、これらを取り上げ、わかるように教授してくれ
る教員に出会っていない限り、多くの大学生の既知情報とはなっていないからだ。共に授業
を作っていく学生の現在地を見極め、そこから共に歩むことで、初めて学生の心が動き出す
のだと考える。
6. おわりに
翻訳機器の性能の向上が目覚ましく、外国語学習が目指すものにも変化が起きることが予
想される今日、大学の教養教育における英語教育の存在意義は、実用的なスキルの養成だけ
に焦点を当てたものではありえないだろう。南原繁（1973）7）による教養教育の原理像に立
ち返れば、学生に社会的人間となるための教養を持ってもらうための教養教育であり、その
ために言葉を学び、自ら考え、それを表現していく意気を育てることが、教養教育の中の語
学教育に求められているのだと考える。
Basis 英語授業においては、実用技能の習得はすべての学生に望まれるところである。し
かし本実践で、学生が言語学的知識に関して興味を抱き、関心をもって取り組める可能性を
見ると、実用技能習得だけに時間を費やすことは、学生の成長の機会を摘んでしまうようで
非常に惜しいことだと思えてくる。
もちろん、基礎事項が身についている学生に対しては、別の教授内容、教授法があるし、
それを進めていくべきだろう。必要なのは、学生の「現在地」を見極めて、そこを出発点と
して共に学び進んでいこうとする教員側の姿勢と、手間を惜しまない工夫の継続だ。英語の
リメディアル指導が必要といわれる学生には、「考えたい」「納得したい」という学びの種を
持っている者が多い。だからこそ、「とりあえず覚えておく」といった「こなす」ような学
習方法は受けつけなかったのだろう。彼らはまさに AI に代替されない「考える」人材とし
て活躍する力をもっているのである。
大学における教養教育の場だからこそ取り組める語学の学び方の再考が必要だ。それによ
り、本学に入学したどの学生にも、自身の成長と進歩をはっきりと自覚してもらえる機会を
提供し、共に有意義な学びを作っていこうと提案できるのだろう。
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最後にもう一人、いつも観察するような様子で授業に参加していた学生の感想文を紹介し
たい。
・ 今まで、中学、高校と英語を学んできたが、それまでの自分の中の英語というのは、
単語、文法等を機械的に覚え続け、大学入試やセンター試験に当てはめて学習してい
くものであり、それ以上でもそれ以下でもなかった。大学での英語も似たようなもの
の延長であろうと思っていたが、実際は違った。そもそも、これまでの自分が学んだ
英語とは、進級、進学のための「教科」であった。（上記でも話した）。しかし、大学
へ入学し将来への選択肢が漠然と増えた今、学ぶ英語とは教養の向上であり、将来へ
の選択肢のすそ野を広げるためのものだと、この授業で感じられた。これからは「教
科」としての英語ではなく、「言語」としての英語として学んでいきたい。
学生が学ぶことに本気で向き合おうと思える授業を、教養教育の英語授業で構築するべ
く、学生の現状にしっかりと目を向けながら研究を進めていきたい。
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4 ） 尾嶋史章『高校生たちのゆくえ』世界思想社, 2018, pp.128
5 ） 浅野亮三「これからの大学リメディアル教育」2015, リメディアル教育研究 第 10 巻第 1 号
pp.22
6 ） 江利川春雄『英語教育のポリティクス』三友社, 2009,  pp.18
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